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令和４年度一般会計の歳入は、普通交付税が4.6％の増、特別交付税が0.7％の減となり、
全体では3.8％の増となりました。歳出では前年度より5.8％の減となりました。

令和５年９月議会定例会

9月議会定例会は9月8日～15日まで行われ、町から提出された議案全16件につい
て、すべて原案の通り可決いたしました。また一般質問では７名が登壇し、町の考
えや対応を問いました。

猪俣 常三 議員
問 計画されてきた町の事業について予定通り実行されたか。
総務課長　災害復旧事業を除くとおおむね計画通り実行されていると認識している。
問 翌年に繰り越す事業の要因は。
総務課長　農業施設災害復旧事業の繰り越しが大きな要因である。
問 財政構造の弾力性をどのように分析されているか。
総務課長　普通交付税の動向を注視するとともに、人件費・交際費・喜多方地方広域の負担金の
経常経費は高止まりになると想定される。必要な行政需要を的確に判断していく。

秦 貞継 議員
問 指定管理料の前年対

比増減及び指定管理
先の件数の増減は。

総務課長　令和4年度
の指定管理料は総額約
3億9,200万円で、増減
は1,470万円ほどの減。
指定管理先件数におい
ては変わっていない。

武藤 道廣 議員
問 令和４年度のコロナ関係の交付金総額は。
企画情報課長　令和４年度は交付金として１億8,728万８千円に
町の財源283万３千円を合計すると１億9,012万１千円の事業を
実施した。
問 コロナの交付金が終了されるなかで、継続を必要とする事業

はあるのか。
企画情報課長　コロナ対策交付金については令和4年度の時点で
使い道が限定されていた。さらに令和5年度の予算はアフターコ
ロナで交付金がないことを想定し計上した。継続が必要な事業に
ついては、他の補助金制度の活用や町単独予算で対応していく。

令和４年度決算を認定
一般会計及び特別会計における歳出総額は

 90億7,134万９千円

このような
質疑を経て　令和４年度 決算を認定
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国際芸術村
秦 貞継 議員

問 歳出削減に向けて国際芸術村指定管理委託先
の自主財源確保対策は。

商工観光課長　イベントやワークショップを積極
的に開催し、来館者数の増を図っている。参加費
等を徴収して事業収入増に努めている。

猪俣 常三 議員
問 土地の分譲にあたり、町はどのような対応を行ってきたか。
商工観光課長　町単独でのＰＲは難しい。県と連携しながらＰＲを行い、県に問い合わせのあっ
た事業者を市町村に繋いでいただいている。分譲に興味を示した事業者に対応してきた。

三留 正義 議員
問 簡易水道の企業債の動きと中身は。
建設水道課長　起債は老朽管更新工事に充てている。老朽管更新の進捗度合いで上下する。

山村活性化対策事業
秦 貞継 議員

問 各課における本事業の成果品等は。
町民税務課長　オリジナル製品開発の委託先は一
般社団法人BOOTである。累積事業費は約1,345
万7千円である。レトルトのチャーハン、シュウ
マイ、小籠包、ラーメンの開発支援をし、試作品
を作成し、広く関係者に提供し試食会を行った。
開発支援をした事業者が自ら製造販売し、ふるさ
と納税の返礼品にも商品にも載せられる状態にな
っている。
農林振興課長　商品開発業務委託を町振興公社に
委託し、米粉クッキー、ラスク、調理パン、サー
ターアンダギー、プリン、シフォンケーキ、から
揚げ、揚げパンの試作をした。雪室貯蔵米の米袋
の制作も行った。

ふるさと応援寄附金
秦 貞継 議員

問 歳出の内訳の詳細は。前年対比での
増減は。

町民税務課長　返礼品などで約5,454万
5千円。委託料で2,322万9千円。役務
費で2,206万4千円。借り上げ料1,518
万円などである。前年度と比較し約
1,543万7千円の増額となった。

一般会計決算質疑

工業団地造成事業特別会計歳出決算質疑

水道事業会計剰余金の処分及び認定の質疑

地域学校協働活動事業
秦 貞継 議員

問 町内外への情報発信はどのように行
ってきたのか。

学校教育課長　様々な活動について、
町のケーブルテレビや広報誌にて情報
発信している。町のホームページでも
状発信している。令和5年度については
教育ポータルサイトで教育委員会や各
小中学校での取り組みを発信している。
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令和５年度一般会計補正予算第６次
３憶4,434万３千円の追加補正

　今次補正の主な内容は、歳入においては普通交付税や前年度繰越金の決定に伴
い増額計上したほか、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、６月
下旬の豪雨災害の復旧にかかる県支出金を追加計上しました。歳出では豪雨災害
復旧費、生産資材等高騰緊急対策事業補助金などを予算計上しました。

臨時議会報告
令和５年度一般会計補正予算第５次

９３０万円の追加補正
　今次補正の主な内容は、温泉健康保養センターの温泉の源泉について、早急に
修繕をする必要が生じたことからその改修に要する経費を計上したもの。

〈 補正予算に対する主な質疑及び議長発議 〉
地域活性化起業人派遣負担金

荒海 正人 議員
問 観光施設に対する指導助言を行うということ

だが詳細を伺う。
商工観光課長　町内観光施設の持続的運営に向け
た指導改善助言。内訳として町内観光施設指定管
理者等の運営組織体制への指導、観光マーケティ
ング戦略への指導、地域資源を活用したマーチャ
ンダイジング（商品計画・商品化計画）への指導
助言、観光コンテンツの拡充に向けた新規事業の
指導助言となっており、これらの内容について派
遣企業と協定を交わし企業人材を派遣していただ
く。3年間は活用したい。

農業公社設立支援専門員報酬
仲川 久人 議員

問 専門員はどのような業務を行うのか。
農林振興課長　本年４月から採用し農業公社の設
立準備にあたっている。県の職員を定年退職した
方で農業専門知識を有しており、農業公社が取り
組む園芸作物の品目の調査、あるいはその園芸作
物の将来にわたっての経営の収支を中心に調査を
行い、農業公社の円滑な事業実施に向けた業務を
行っている。

定住企業支援事業補助金
秦 貞継 議員

問 審査は町が行うのか。また、起業形
態はどのようなものか。

商工観光課長　町担当課、町の創業ア
ドバイザー、町内金融機関から審査員
を委嘱し審査は町が行う。起業の形態
は町内で革細工を行っている地域おこ
し協力隊員が店舗を構えるための経費
である。

議長発議による
議会活性化特別委員会の設置
議会基本条例を施行してから10年が
経過したことから評価検証を行うとと
もに、議会基本条例の目的を果たすた
め議会改革と議会活性化に向けた調査
を鋭意進めるために特別委員会を設置
しました。議長を除く定数議員11名に
より構成されます。
議会活性化特別委員会委員長
� 秦�貞継�議員
議会活性化特別委員会副委員長
� 長谷川�正�議員
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９月議会定例会 審議議案と結果

上程議案・概要 結果

令和４年度決算の認定

一般会計決算【歳入】97億6,320万９千円　【歳出】90億7,134万９千円 可決

工業団地造成事業特別会計決算【歳入】６万１千円【歳出】０円 可決

住宅団地造成事業特別会計決算【歳入】801万２千円【歳出】171万９千円 可決

後期高齢者医療特別会計決算【歳入】１億25万５千円【歳出】１億17万８千円 可決

国民健康保険特別会計決算
事業勘定� 【歳入】７億7,812万７千円　【歳出】７億6,566万１千円　
診療施設勘定� 【歳入】３億8,610万７千円　【歳出】３億6,735万７千円

可決

介護保険特別会計決算【歳入】12億6,426万７千円【歳出】12億1,885万７千円 可決

水道事業会計決算
【収益的収入】 ２億5,502万9,016円　【収益的支出】２億5,519万7,000円
【資本的収入】 １億2,140万4,000円　【資本的支出】２億3,430万8,271円　

認定及び可決

下水道事業会計予算
【収益的収入】 ３億4,773万7,489円　【収益的支出】３億3,745万5,938円
【資本的収入】 １億2,524万2,000円　【資本的支出】２億1,263万0,418円

認定及び可決

令和５年度補正予算

一般会計補正予算（第６次）３億4,434万３千円の増額 可決

国民健康保険特別会計補正予算（第１次）
事業勘定�1,923万７千円の増額　診療施設勘定�575万円の増額 可決

介護保険特別会計補正予算（第１次）�4,540万９千円の増額 可決

西会津町水道事業会計補正予算（第１次）資本的支出�184万５千円増額 可決

西会津町下水道事業会計補正予算（第１次）資本的収入�20万円減額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本的支出�150万円増額 可決

その他

特別功労表彰の決定につき同意を求めることについて　多賀�剛さん（9町内） 同意

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて　佐藤�恵子さん（上野尻） 同意

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて　伊藤�博子さん（呼賀） 同意
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一
般
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問
は
９
月
11
日
か
ら
12
日
ま
で
の
２
日
間
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い
、

議
員
７
人
が
登
壇
し
て
、
町
政
の
課
題
な
ど
を
問
い
た
だ
し
ま

し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
、
町
民
の
た
め
の

適
切
な
行
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

も
の
で
す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執
行
者
に
通
告

し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
度
も
質
問
可
能

　

論
点
及
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま
る
よ
う
一
問

一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答
弁
を
含
め
て
１
時
間
の
時

間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○猪俣常三議員（７ページ）
　①空き家利活用事業について
　②有害鳥獣対策の強化について
　③子育てコミュニテイ施設「キッズラン

ド芝草」の運用について
○三留正義議員（８ページ）
　①農業政策について
○青木照夫議員（９ページ）
　①空き家対策について
○秦貞継議員（10ページ）
　①西会津町の教育について
○小林雅弘議員（11ページ）
　①熱中症対策について
○上野恵美子議員（12ページ）
　①子どもの食について
　②子ども課の創設について
○紫藤眞理子議員（13ページ）
　①男女共同参画について
　②子育て支援について

※掲載ページは抽選による。
※掲載記事は２項目まで。

町政を問う町政を問う
ここが聞きたい　７人が登壇ここが聞きたい　７人が登壇
一般質問各ページは、質問した議員本人の責任のもと、一般質問各ページは、質問した議員本人の責任のもと、
構成と執筆をお願いしております。構成と執筆をお願いしております。
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員

・
三
留　

正
義�

議
員

・
猪
俣　

常
三�

議
員

・
青
木　

照
夫�

議
員

・
秦　

貞
継　

�

議
員
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一
般
質
問

7

猪俣　常三 議員

問
空
き
家
利
活
用
事

業
の
進
捗
状
況

は
。答

商
工
観
光
課
長

令
和
５
年
度
か
ら

新
た
に
「
空
き
家
利
活
用

事
業
」
と
し
て
、
町
が
空

き
家
を
借
り
受
け
、
最
低

限
の
改
修
を
行
っ
た
上
で

移
住
者
に
賃
貸
す
る
制
度

を
始
め
る
な
ど
、
空
き
家

の
利
活
用
促
進
を
積
極
的

に
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
空
き
家
に

関
す
る
民
間
事
業
者
の
持

つ
専
門
的
な
知
見
や
情

報
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

を
活
用
す
る
た
め
、
令
和

３
年
４
月
に
は
「
株
式
会

社
ア
ド
レ
ス
」
と
、
令
和

５
年
に
は
「
一
般
社
団
法

人
全
国
古
民
家
再
生
協

会
」
及
び
「
一
般
社
団
法

人
全
国
空
き
家
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
協
議
会
福
島
県
西
会

津
支
部
」
と
の
連
携
協
定

を
締
結
し
、
官
民
連
携
に

よ
る
空
き
家
の
発
生
抑

制
、
利
活
用
、
適
正
管
理

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
、
現
在
、
事
業
候

補
と
な
る
物
件
に
つ
い
て

耐
震
性
な
ど
の
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
今

後
工
事
に
着
手
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

今
後
も
空
き
家
の
抑
制

を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も

に
、
空
き
家
を
貴
重
な
地

域
資
源
と
し
て
、
よ
り
一

層
の
利
活
用
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
観
光
の
振
興
や

関
係
人
口
の
増
加
、
移
住

定
住
の
促
進
に
繋
げ
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん

で
い
く
。

空
き
家
利
活
用

問 
事
業
の
進
捗
状
況
は

答 
空
き
家
物
件
の
耐
震
性
な
ど
の
調
査
を
実
施

答  平日の開所については予定していない
問  「キッズランド芝草」の月～金曜日も運用を

子育て施設運用

問
月
～
金
曜
日
も
運

用
で
き
れ
ば
「
子

ど
も
の
遊
び
場
」
の
確
保

で
き
て
、
子
ど
も
及
び
保

護
者
に
お
い
て
も
安
心
で

き
る
と
考
え
る
が
、
町
の

考
え
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

平
日
の
開
所
に
つ

い
て
、
就
学
前
の
ほ
と
ん

ど
の
お
子
さ
ん
が
、
こ
ど

も
園
に
入
園
し
て
お
り
、

平
日
の
日
中
は
、
園
で
過

ご
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎

週
水
曜
日
に
入
園
前
の
お

子
さ
ん
の
い
る
方
や
妊
婦

さ
ん
が
交
流
す
る
場
と
し

て
、
こ
ど
も
園
内
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
子
育
て
広
場
「
お
い

で
お
い
で
」
を
開
催
し
、

親
同
士
の
情
報
交
換
や
仲

間
作
り
の
場
と
し
て
機
能

し
て
お
り
、
保
育
士
や
保

健
師
が
子
育
て
の
不
安
や

悩
み
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

現
在
の
所
、「
キ
ッ
ズ
ラ

ン
ド
芝
草
」
の
平
日
の
開

所
に
つ
い
て
は
予
定
し
て

い
な
い
が
、
次
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
の
た
め
に
令
和
５

年
度
実
施
す
る
ニ
ー
ズ
調

査
な
ど
に
お
い
て
、
子
育

て
世
代
の
要
望
や
意
見
を

把
握
し
て
い
く
。
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問
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
農
業
経
営

基
盤
促
進
法
が
改
正
さ
れ

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
か

ら
「
地
域
計
画
」
に
変
わ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
趣
旨
や
経
緯
、
そ
し

て
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

答
農
林
振
興
課
長

こ
れ
ま
で
の「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
集
落

を
単
位
と
し
た
地
域
に
お

い
て
、
そ
の
地
域
の
農
地

を
誰
が
担
っ
て
い
く
の

か
、
誰
に
農
地
を
集
積
、

集
約
し
て
い
く
の
か
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行

い
地
域
に
お
け
る
農
業
の

在
り
方
に
つ
い
て
の
計
画

を
平
成
24
年
度
に
制
度
化

さ
れ
、
町
内
で
は
こ
れ
ま

で
13
地
区
で
策
定
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
農

業
者
の
減
少
や
高
齢
化
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
将
来
の
農
地

利
用
に
つ
い
て
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
を
更
に
具
体
的

答  「人・農地プラン」が制度改正
問  「地域計画」とは

農業政策

な
計
画
と
す
る
必
要
性
が

高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
農

地
の
集
約
化
に
重
点
を
置

い
た
地
域
計
画
の
策
定
が

法
律
に
位
置
付
け
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
地
域
計
画
」
で
は
こ

れ
ま
で
の
人
農
地
プ
ラ
ン

同
様
、
地
域
で
の
話
し
合

い
に
よ
り
、
10
年
後
の
地

域
農
業
の
在
り
方
や
、
守

る
べ
き
農
地
を
計
画
に
よ

り
明
確
化
し
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
地
域
内
外
か

ら
担
い
手
の
確
保
し
、
農

地
中
間
管
理
機
構
を
活
用

し
た
積
極
的
な
農
地
の
集

約
化
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
「
目
標
地
図
」
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
将
来
の
担
い
手
を
農

地
一
筆
ご
と
に
地
図
に
落

と
し
込
む
も
の
で
あ
る
。

　

農
業
上
利
用
さ
れ
る
農

地
な
ど
の
地
域
全
域
、
つ

ま
り
農
用
地
が
あ
る
全
集

落
に
お
い
て
、
令
和
７
年

３
月
ま
で
に
地
域
計
画
の

策
定
が
必
要
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

町
で
は
、
本
年
５
月
に

町
の
地
域
計
画
策
定
に
向

け
て
「
町
地
域
計
画
策
定

方
針
」
を
定
め
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

な
お
、
策
定
地
域
の
設

定
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後

さ
ら
に
農
業
者
の
減
少
や

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
担

い
手
不
在
の
集
落
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
集
落

単
位
ま
た
は
複
数
の
集
落

を
ま
と
め
る
な
ど
、
集
落

の
実
情
と
地
域
に
お
け
る

関
係
者
の
合
意
形
成
が
で

き
る
区
域
編
成
と
な
る
よ

う
に
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
い
交
付
金
制
度
や

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

制
度
な
ど
の
活
動
区
域
を

考
慮
す
る
と
と
も
に
、
今

後
見
直
し
時
期
を
迎
え
る

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

を
考
慮
し
地
域
計
画
策
定

の
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

三留　正義 議員
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問
令
和
５
年
度
町
移

住
者
に
賃
貸
し
て

一
軒
分
が
計
画
さ
れ
て
い

る
町
内
で
は
空
き
家
が
入

居
者
の
対
象
者
条
件
は
。

答
商
工
観
光
課
長

入
居
者
条
件
は

「
移
住
者
」
と
し
、
本
年

は
野
沢
地
区
を
計
画
し
て

い
る
。

問
首
都
圏
に
は
空
き

家
や
古
民
家
を
利

用
す
る
シ
ニ
ア
や
Ｉ
タ
ー

ン
者
が
い
る
受
け
入
れ
対

策
は答

商
工
観
光
課
長

第
二
の
人
生
を
地

方
の
古
民
家
な
ど
に
Ｉ

タ
ー
ン
者
な
ど
が
60
代
以

上
の
方
が
移
住
し
て
い

る
。

　

首
都
圏
在
住
者
の
方
に

は
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
毎
月
一
回
東
京
有
楽
町

へ
出
張
し
、
相
談
会
を
実

施
し
て
い
る
。

問
空
き
家
及
び
特
定

家
屋
が
地
区
ご
と

に
何
件
あ
る
の
か
。

答
町
民
税
務
課
長

令
和
５
年
４
月
現

在
、
空
き
家
総
数
６
６
１

棟
、
野
沢
地
区
１
６
４

棟
、
尾
野
本
地
区
92
棟
、

群
岡
地
区
１
６
４
棟
、
新

郷
63
棟
、
奥
川
地
区
１
７

８
棟
。

　

特
定
空
き
家
の
総
数
18

棟
、
野
沢
地
区
４
棟
、
尾

野
本
地
区
２
棟
、
群
岡
地

区
４
棟
新
郷
地
区
１
棟
、

奥
川
地
区
７
棟
。

空
き
家
対
策

問 
町
が
改
装
し
た
空
き
家
を
賃
貸
す
る
条
件
は

答 
入
居
条
件
は「
移
住
者
」

青木　照夫 議員
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将
来
を
担
う
子
ど
も
達

に
対
す
る
教
育
は
大
変
重

要
と
考
え
る
。
学
習
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
最
近
は

非
認
知
能
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
や
、
地
域
愛
の
醸

成
、
道
徳
教
育
も
重
要
と

言
わ
れ
て
お
り
、
本
町
の

特
色
を
活
か
し
た
教
育
を

更
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

は
、
町
の
魅
力
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
本
町
の
教

育
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

問
本
町
が
目
指
す
教

育
方
針
と
、
育
て

た
い
子
ど
も
像
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答
教
育
長

心
豊
か
に
健
や
か

で
や
り
抜
く
力
を
育
む

「
共
育
」
で
あ
る
。

問
変
化
の
激
し
い
時

代
を
生
き
抜
く
た

め
、
教
育
上
重
要
な
部
分

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
か
。

答
教
育
長

次
世
代
を
担
う
子

供
達
に
は
、
学
力
・
体
力

は
も
と
よ
り
、
豊
か
な
情

答  心豊かに健やかでやり抜く力を育む「共育」
問  本町の目指す教育は

西会津町の教育

操
や
規
範
意
識
、
社
会
性

な
ど
を
育
む
「
道
徳
教
育

の
充
実
、
意
欲
、
協
調
性
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
創
造
性
、
忍
耐
力
、

集
中
力
、
判
断
力
、
自
尊

心
や
り
抜
く
力
な
ど
の

「
非
認
知
能
力
」
の
育
成

が
重
要
と
と
ら
え
て
い

る
。問

保
護
者
へ
の
対
応

や
、
子
育
て
に
対

す
る
理
解
・
協
力
を
得
ら

れ
る
取
り
組
み
は
行
わ
れ

て
い
る
か
。

答
教
育
長

本
年
４
月
に
開
催

さ
れ
た
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
、
教
育
長
が
町
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
と
ら
え
て
、
保
護
者

や
町
民
の
皆
様
へ
、
町
及

び
学
校
の
教
育
活
動
や
子

育
て
に
つ
い
て
情
報
発
信

に
努
め
て
い
る
。

問
幼
少
期
に
お
け
る

成
長
過
程
の
重
要

性
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

て
い
る
か
。

答
教
育
長

生
き
る
力
の
基
礎

を
培
う
大
変
重
要
な
時
期

で
あ
る
。
家
庭
、
地
域
、

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
の

連
携
を
強
め
な
が
ら
、
愛

情
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

問
社
会
が
求
め
る
人

材
に
つ
い
て
調
査

し
て
い
る
か
。

答
教
育
長

特
に
調
査
は
し
て

い
な
い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
積
極

性
、
協
調
性
、
向
上
心
、

自
立
心
、
柔
軟
性
、
課
題

解
決
能
力
、
専
門
的
な
知

識
・
能
力
等
が
求
め
ら
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
町
内
の
人
材
や
環

境（
施
設
）な
ど
、

町
の
特
色
を
活
か
し
た
教

育
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答
教
育
長

地
域
学
校
協
働
活

動
事
業
で
は
、
学
校
の
要

望
に
応
じ
て
、
授
業
で
の

お
と
め
ゆ
り
の
群
生
地
見

学
や
歴
史
・
史
跡
巡
り
。

出
ヶ
原
和
紙
作
り
に
よ
る

卒
業
証
書
の
作
成
、
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教

育
な
ど
で
地
域
人
材
に
講

師
や
支
援
者
と
し
て
参
画

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

秦　貞継 議員 
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問
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
町
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

答
町
民
税
務
課
長

町
と
し
て
は
、
西

会
津
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
事
務
事
業
編

及
び
区
域
施
策
編
を
策
定

し
、
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
を
40
％

削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
、

町
・
町
内
事
業
所
・
町
民

そ
れ
ぞ
れ
が
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

問
国
の
「
熱
中
症
対

策
実
行
計
画
」
の

中
で
も
エ
ア
コ
ン
の
利
用

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
住
民
税

非
課
税
高
齢
者
世
帯
の
エ

ア
コ
ン
購
入
へ
の
助
成
制

度
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

答
福
祉
介
護
課
長

近
隣
自
治
体
な
ど

で
の
取
り
組
み
状
況
を
注

視
し
、
関
係
機
関
が
行
う

貸
付
制
度
を
含
め
、
検
討

を
継
続
し
て
い
く
。

問
国
の
「
熱
中
症
対

策
実
行
計
画
」
の

中
で
も
断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム

の
推
進
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
断
熱
工
事
に
補
助
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
経
済
対
策

と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

答
町
民
税
務
課
長

町
と
し
て
は
、
熱

中
症
対
策
と
し
て
断
熱
工

事
に
対
す
る
補
助
は
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。
国
・
県
の
制
度
を
注

視
し
て
い
く
。

問
屋
内
で
の
熱
中
症

の
死
亡
者
の
う

ち
、
９
割
は
エ
ア
コ
ン
を

使
用
し
て
い
な
か
っ
た
。

少
し
で
も
電
気
代
の
心
配

な
く
エ
ア
コ
ン
を
使
え
る

よ
う
に
「
福
祉
電
気
」
の

実
現
を
。

答
福
祉
介
護
課
長

町
独
自
の
電
気
代

助
成
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
国
が
料
金
の
抑
制
策

を
実
施
し
て
い
る
た
め
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

問
極
端
な
高
温
時
に

暑
さ
を
避
け
る
た

め
の
場
所
「
指
定
暑
熱
避

難
施
設
」
の
設
置
を
。
ま

た
、
公
園
な
ど
に
ミ
ス
ト

な
ど
の
設
置
を
。

答
健
康
増
進
課
長

県
内
の
自
治
体
で

公
共
施
設
な
ど
を
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指
定

し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

そ
う
し
た
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
本
町
に
お
い
て

も
ミ
ス
ト
噴
霧
器
を
含

め
、
ど
の
よ
う
な
施
設
で

設
置
が
可
能
な
の
か
検
討

し
て
い
く
。

熱
中
症
対
策

問 
住
民
税
非
課
税
高
齢
者
世
帯
の
エ
ア
コ
ン
購
入
に
補
助
を

答 
近
隣
自
治
体
を
み
て
検
討
を
続
け
る

小林　雅弘 議員
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問
２
０
２
３
年
４
月

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」

が
発
足
し
た
。
こ
れ
ま
で

別
々
の
省
庁
で
行
わ
れ
て

き
た
子
ど
も
の
政
策
の
司

令
塔
機
能
を
一
体
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の

年
齢
や
組
織
に
よ
る
縦
割

り
の
壁
を
な
く
し
、
切
れ

目
の
な
い
包
括
的
な
支
援

を
行
い
、
誰
ひ
と
り
取
り

残
さ
ず
健
や
か
な
成
長
を

社
会
全
体
で
後
押
し
す
る

も
の
で
あ
る
。
西
会
津
町

で
は
、
こ
ど
も
園
は
福
祉

介
護
課
、
小
学
校
以
上
は

学
校
教
育
課
と
管
轄
が
分

か
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も

に
特
化
し
た
課
の
創
設
へ

の
考
え
は
。

答
町
長

こ
ど
も
園
と
小
中

学
校
と
の
事
業
連
携
や
協

働
活
動
、
情
報
交
換
を
緊

密
に
行
う
た
め
、
福
祉
介

護
課
に
は
幼
児
教
育
・
保

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
、
学

校
教
育
課
に
は
学
校
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し

幼
保
小
の
連
携
事
業
に
取

答  必要性があるかどうか検討する
問  子どもに特化した「子ども課」の創設は

子ども課創設

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

福
祉
介
護
課
や
健
康
増
進

課
な
ど
の
関
係
課
が
連
携

し
て
子
育
て
支
援
施
策
に

支
障
な
く
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、
子
ど
も
に
特
化

し
た
課
の
創
設
に
つ
い
て

は
現
在
の
と
こ
ろ
は
考
え

て
な
い
。

問
様
々
な
課
題
を
抱

え
る
親
子
が
増
え

て
い
る
中
で
保
育
・
教
育

の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

に
は
福
祉
と
教
育
の
一
体

化
が
必
要
で
あ
る
。
子
ど

も
に
特
化
し
た
課
を
創
設

し
、
そ
の
体
制
を
構
築
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
町
長

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
施
策
に
現
在
の
と
こ

ろ
支
障
な
く
取
り
組
ん
で

い
る
と
考
え
て
い
る
が
、

子
ど
も
に
特
化
し
た
課
の

必
要
性
が
あ
る
か
ど
う
か

は
検
討
の
余
地
が
あ
る

子
ど
も
の
食

問 

朝
食
の
欠
食
を
な
く
す
た
め
の
対
策
は

答 

朝
食
の
重
要
性
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る

食
育
事
業
を
行
い
幼
少
期

か
ら
多
く
の
食
体
験
を
通

し
て
学
ぶ
機
会
の
提
供
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問
朝
食
摂
取
率
は
。

答
健
康
増
進
課
長

令
和
５
年
６
月
実

施
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
こ
ど
も
園
の
幼
児

98
．
９
％
、
小
学
生
98
．

４
％
、
中
学
生
97
．
７
％

で
あ
る
。
う
ち
、
こ
ど
も

園
は
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
で
あ
る

が
、
回
答
率
は
82
．
８
％

で
20
名
の
保
護
者
が
回
答

し
て
い
な
い
。

問
朝
食
の
欠
食
を
な

く
す
こ
と
や
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
を

摂
取
す
る
た
め
の
対
策

は
。答

健
康
増
進
課
長

子
ど
も
や
保
護
者

に
「
食
」
に
関
す
る
情
報

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

上野恵美子 議員
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一
般
質
問

13

問
「
西
会
津
町
ま
ち

づ
く
り
基
本
条

例
」
に
謳
わ
れ
て
い
る
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

行
政
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
た
の
か
。

答
町
長

「
男
女
が
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
共
同
で
参
画
し
て

い
く
社
会
の
実
現
」
を
目

指
し
令
和
２
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
ま
で
を
期
間
と

す
る
「
西
会
津
町
男
女
共

同
参
画
計
画
」
を
策
定
し

た
。
福
島
県
男
女
共
生
セ

ン
タ
ー
館
長
と
の
意
見
交

換
会
や
町
で
活
躍
す
る
女

性
達
の
座
談
会
な
ど
、

様
々
な
機
会
の
提
供
を
し

て
き
た
。
各
種
委
員
会
に

も
多
く
の
女
性
参
加
を
図

り
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
る
。

問
本
庁
の
行
政
職
員

の
な
か
に
女
性
管

理
職
が
い
な
い
状
況
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答
町
長

人
事
評
価
は
業
務

達
成
度
に
よ
る
業
績
評

価
、
職
員
に
求
め
ら
れ
る

資
質
の
能
力
評
価
、
課
長

な
ど
の
面
談
に
鑑
み
行
っ

て
い
る
。
希
望
昇
任
制
度

に
よ
り
、
意
欲
あ
る
職
員

を
受
け
付
け
て
い
る
。
現

在
、
係
長
相
当
職
以
上
の

女
性
職
員
は
12
名
で
あ

る
。

西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

問 
男
女
共
同
参
画
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は

答 
多
く
の
女
性
参
加
を
図
り「
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
る

紫藤眞理子 議員

答  障がい特性に適した支援を行う
問  障がい児を持つ家庭への支援は

子育て支援

問
町
の
子
ど
も
で
児

童
発
達
支
援
等
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
施
設
の
所
在
地
を
伺

い
た
い
。

答
福
祉
介
護
課
長

現
在
の
状
況
は
児

童
発
達
支
援
、
保
育
所
等

訪
問
支
援
、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
が
９
名
で
あ

る
。
主
に
会
津
若
松
市
内

の
施
設
を
利
用
し
て
い

る
。問

障
が
い
児
を
持
つ

家
庭
の
負
担
に
つ

い
て
、
現
状
を
行
政
は
ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る

か
。答

福
祉
介
護
課
長

定
期
通
院
や
療
育

施
設
な
ど
へ
の
通
所
の
た

め
仕
事
を
休
む
な
ど
苦
労

さ
れ
て
い
る
方
や
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
環
境
に
お

い
て
障
が
い
特
性
の
理
解

や
対
応
に
悩
む
方
も
い
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

町
は
障
が
い
児
支
援
で
最

も
重
要
な
「
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
発
達
段
階
と

障
が
い
特
性
に
適
し
た
支

援
」
が
提
供
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
。
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総
務
常
任
委
員
会

管
内
行
政
調
査
報
告

１
．
調
査
内
容

⑴ 

デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
見
直

し西
会
津
町
デ
ジ
タ
ル
戦

略
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
町

民
の
利
便
性
向
上
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
を

図
る
た
め
に
令
和
３
年
度

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

令
和
2
年
度
に
戦
略
の

見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
変
更
や
追
加
さ
れ
た

点
、
見
直
し
の
工
程
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
併
せ

て
各
事
業
の
進
捗
状
況
の

確
認
を
し
た
。

⑵ 

デ
ジ
タ
ル
戦
略
を
取
り

巻
く
環
境

西
会
津
町
最
高
デ
ジ
タ

ル
責
任
者
（
Ｃ
Ｄ
Ｏ
）
の

藤
井
靖
史
氏
よ
り
、
戦
略

実
施
に
あ
た
っ
て
の
考
え

方
や
先
進
事
例
な
ど
デ
ジ

タ
ル
戦
略
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

２
．
ま
と
め

戦
略
の
進
捗
は
、

令
和
２
年
度
の
見
直

し
を
経
な
が
ら
各
種

事
業
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
進
捗
状
況
及

び
戦
略
の
方
向
性
は

良
好
と
思
わ
れ
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導

入
に
あ
た
っ
て
、
現

場
や
利
用
者
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
状
況

に
お
い
て
は
、
技
術

を
取
り
入
れ
な
い
選

択
も
考
え
得
る
。
そ

も
そ
も
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
導
入
す
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、

何
を
目
指
す
の
か
と
い
う

本
質
を
見
極
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
本
町
に

は
、
戦
略
の
軸
と
な
る

「
町
づ
く
り
基
本
条
例
」

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
具
体

的
に
町
民
や
利
用
者
へ
の

効
果
な
ど
を
見
極
め
な
が

ら
、
戦
略
推
進
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

１
．
調
査
内
容

⑴ 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

計
画
事
業
計
画
の
進
捗

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

計
画
は
、
平
成
27
年
に
計

画
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
令
和
２
年
度
よ

り
実
施
さ
れ
て
い
る
第
二

期
計
画
の
進
捗
や
第
三
期

計
画
策
定
に
向
け
て
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

⑵ 

後
継
者
対
策
事
業
の
進

捗
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
か
ら
14
年

目
と
な
る
事
業
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
や
結
婚
祝
金
の
支

給
な
ど
を
実
施
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
事
業
の
経
緯

や
補
助
事
業
の
内
容
、
事

業
連
携
推
進
会
議
の
進
捗
、

今
後
の
活
動
計
画
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

⑶ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
の
活
動

視
察
（
会
津
若
松
市
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
子
育

て
の
「
援
助
を
受
け
た
い

人
」
と
「
援
助
を
行
い
た

い
人
」
が
会
員
に
な
り
、

地
域
で
相
互
援
助
活
動

（
有
償
）
を
行
う
仕
組
み
。

会
津
若
松
市
で
実
施
さ
れ

て
い
る
事
業
に
つ
い
て
市

役
所
と
委
託
先
で
あ
る
特

定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
あ

い
づ
か
ら
設
立
の
経
緯
や

活
動
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

⑷ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
木
育
広
場 

も
く
れ

ん
」
の
活
動
視
察
（
会

津
若
松
市
）

「
木
育
広
場　

も
く
れ

ん
」
は
、
木
質
玩
具
を
集

め
た
屋
内
遊
び
場
で
あ

り
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
も
併
設
さ
れ
た
施

設
。
運
営
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ロ
ー
タ
ス
の
山
口
巴

理
事
長
よ
り
設
立
経
緯
や

運
営
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
進
捗
と
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
進
捗
と
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
等
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
等
に
つ
い
て
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２
．
ま
と
め

西
会
津
町
の
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
は
、
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
の
施
設
整
備

や
子
育
て
世
帯
へ
の
経
済

対
策
な
ど
様
々
な
対
策
が

実
施
さ
れ
て
き
た
。
新
た

な
子
育
て
支
援
と
し
て
例

え
ば
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
が
挙
げ

Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ー
タ
ス
の
運

営
理
念
で
も
あ
る
「
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る
た

め
に
、
す
べ
て
の
お
母
さ

ん
を
一
人
に
し
な
い
、
孤

立
さ
せ
な
い
地
域
社
会
を

つ
く
る
」
と
い
う
考
え

は
、
本
町
の
子
育
て
支
援

の
場
で
も
求
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
集

落
支
援
員
の
募
集
や
増
員

の
必
要
性
、
交
流
人
口
・

関
係
人
口
の
増
加
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
受
け
入

れ
、
住
民
意
識
の
醸
成
な

ど
集
落
支
援
の
あ
り
方
を

確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
集
落
の
意
思
を
尊
重

し
な
が
ら
無
理
に
推
し
進

め
る
こ
と
な
く
、
ま
た
支

援
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

地
元
世
話
人
的
役
割
の
人

材
も
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。

ら
れ
る
。
会
員
相
互
の
子

育
て
支
援
に
よ
り
必
要
な

時
に
必
要
な
支
援
を
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
本
町
で
は
、

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
芝
草
が
あ

る
が
、
空
間
作
り
や
親
子

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
な
ど
学
ぶ
べ
き
も

の
が
多
い
と
考
え
る
。
Ｎ

１
．
調
査
内
容

⑴ 

集
落
支
援
の
現
状
に
つ

い
て

集
落
支
援
員
制
度
は
、

過
疎
化
、
人
口
減
少
が
著

し
く
、
ま
た
高
齢
化
率
が

80
％
を
越
え
る
集
落
に
対

し
て
支
援
を
行
う
制
度
で

あ
る
。
支
援
を
行
う
体
制

と
し
て
は
、
現
在
、
集
落

支
援
員
１
名
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
（
集
落
支
援
担

当
）
１
名
が
、
対
象
集
落

の
う
ち
派
遣
を
希
望
す
る

地
域
で
活
動
を
し
て
い

る
。
平
成
23
年
度
に
集
落

支
援
員
が
設
置
さ
れ
て
か

ら
、
人
口
減
少
と
高
齢
化

に
よ
る
集
落
の
変
化
や
集

落
機
能
の
低
下
に
よ
る
地

域
へ
の
影
響
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

⑵ 

活
動
実
績
に
つ
い
て

近
年
に
お
け
る
活
動
実

績
と
し
て
、
中
町
自
治
区

屋
号
マ
ッ
プ
の
作
成
や
西

会
津
町
集
落
支
援
拠
点
施

設
「
結
」
の
運
営
、
集
落

の
教
科
書
づ
く
り
や
奥
川

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

２
．
ま
と
め

集
落
支
援
事
業
で
は
、

定
期
的
に
集
落
を
訪
問

し
、
住
民
の
見
守
り
や
人

足
作
業
、
伝
統
行
事
な
ど

の
継
続
、
企
業
や
大
学
生

等
を
は
じ
め
と

す
る
交
流
人

口
・
関
係
人
口

拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
住

民
と
の
対
話
を

重
視
し
な
が
ら

集
落
と
町
を
繋

ぐ
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
今

後
、
本
町
に
お

い
て
も
人
口
減

少
や
高
齢
化
に

よ
る
集
落
運
営

の
深
刻
化
が
予

集
落
支
援
に
つ
い
て

集
落
支
援
に
つ
い
て
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１
．
調
査
の
目
的

本
町
に
お
い
て
は
、
農

業
は
基
幹
産
業
と
し
て
大

き
な
割
合
を
占
め
て
お

り
、
特
に
お
米
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て

も
人
気
が
あ
り
、
今
後
も

需
要
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
な
ど
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

中
、
下
小
島
自
治
区
に
お

い
て
、
農
事
組
合
法
人
下

小
島
ア
グ
リ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
設
立
さ
れ
、
下

小
島
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が

令
和
４
年
度
に
国
・
町
の

補
助
の
も
と
に
建
設
さ
れ

た
。
使
用
す
る
機
械
や
施

設
の
規
模
や
事
業
計
画

は
、
今
後
の
西
会
津
町
に

お
け
る
農
業
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
る
こ
と
も
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
視

察
調
査
を
行
っ
た
。

２
．
調
査
概
要

⑴ 

産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業

【
施
設
内
部
整
備
】

乾
燥
機
１
台
、
籾
摺
機
１

台
、
袋
詰
計
量
器
１
台

汎
用
粗
選
機
１
台

・
整
備
費

６
，
４
５
４
，
０
０
０
円

・�

国
庫
補
助
金
（
産
地
生

産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
）

３
，
２
２
７
，
０
０
０
円

（
補
助
率　

１
／
２
）

・�

町
補
助
金
（
農
林
業
振

興
事
業
補
助
金
）

１
，
６
１
３
，
０
０
０
円

（
補
助
率　

１
／
４
）

・�

自
己
資
金

２
，
２
６
０
，
０
０
０
円

【
機
械
整
備
】

コ
ン
バ
イ
ン
１
台
、
田
植

機
１
台

・�

整
備
費

１
３
，
６
３
６
，
０
０
０

円・�

国
庫
補
助
金
（
産
地
生

産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

事
業
）

６
，
８
１
７
，
０
０
０
円

（
補
助
率
１
／
２
）

・�

町
補
助
金
（
農
林
業
振

興
事
業
補
助
金
）

３
，
４
０
９
，
０
０
０
円

（
補
助
率
１
／
４
）

・�
自
己
資
金

４
，
７
７
４
，
０
０
０
円

⑵ 

農
事
組
合
法
人
下
小
島

ア
グ
リ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
状
況

・�

昨
年
の
耕
作
面
積
は
、

主
食
用
米
17
町
歩
、
飼

料
用
米
、
加
工
用
米
等

６
町
歩
の
計
23
町
歩
を

耕
作
し
た
。

・�

現
在
、
組
合
員
４
名
と

従
業
員
２
名
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

３
．
ま
と
め

下
小
島
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
の
施
設
は
、
こ
れ
か

ら
も
増
え
る
水
稲
の
耕
作

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

設
備
を
増
設
で
き
る
余
剰

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い

る
。
ま
た
、
施
設
の
拡
張

も
可
能
な
敷
地
面
積
を
有

し
て
お
り
、
将
来
を
見
据

え
た
設
計
と
な
っ
て
い

た
。
新
た
な
販
路
の
確
保

や
耕
作
面
積
が
増
え
る
こ

と
に
よ
る
人
員
確
保
が
今

後
の
課
題
と
な
る
が
、
西

会
津
町
に
お
け
る
農
業
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

今
後
も
期
待
す
る
。

２
．
ま
と
め

概
ね
今
年
度
に
竣
工
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

で
き
る
だ
け
早
い
工
事
完

了
を
期
待
す
る
。

ま
た
、
農
地
は
工
事
完

了
後
で
あ
っ
て
も
、
可
能

な
範
囲
で
受
益
者
の
方
々

に
寄
り
添
っ
た
か
た
ち

で
、
よ
り
よ
い
営
農
が
で

き
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

経
済
常
任
委
員
会

管
内
行
政
調
査
報
告

下
小
島
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

下
小
島
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

１
．
調
査
の
目
的

昨
年
８
月
３
日
か
ら
４

日
の
豪
雨
に
よ
っ
て
、
農

地
や
林
道
等
に
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。

そ
こ
で
、
被
害
の
大
き

か
っ
た
奥
川
地
区
を
中
心

に
、
農
地
被
害
（
向
原
、

道
目
）、
町
道
被
害
（
下

松
）、
水
道
施
設
被
害
（
向

原
）
の
復
旧
の
状
況
に
つ

い
て
確
認
を
行
っ
た
。

令
和
４
年
８
月
３
日
豪
雨
災
害
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

令
和
４
年
８
月
３
日
豪
雨
災
害
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
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１
．
調
査
の
目
的

西
会
津
町
で
は
、
有
害

鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
・
サ

ル
・
ク
マ
・
シ
カ
）
に
よ

る
農
作
物
へ
の
被
害
が
甚

大
で
あ
る
。
特
に
山
間
部

の
水
田
で
は
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
農
地
の
踏
み
荒
ら
し

や
水
路
・
農
道
の
掘
り
起

こ
し
に
よ
る
被
害
が
深
刻

化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

被
害
を
防
ぐ
為
、
町
が
取

り
組
む
電
気
柵
に
よ
る
被

害
対
策
と
箱
罠
に
よ
る
捕

獲
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。

２
．
調
査
概
要

電
気
柵
設
置
と
箱
罠
設

置
状
況
に
つ
い
て
の
確
認

は
牧
・
堀
越
地
区
で
実
施

し
た
。
当
地
区
は
集
落
に

よ
る
取
り
組
み
で
団
地
化

し
た
圃
場
全
体
を
電
気
柵

で
囲
い
被
害
防
止
に
取
り

組
み
効
果
が
見
ら
れ
る
。

・�

用
排
水
路
の
Ｕ
字
溝
か

ら
の
侵
入
対
策

・�

ソ
ー
ラ
電
源
の
使
用
で

電
池
の
交
換
が
不
要

・�

設
置
は
、
住
民
が
行
い

町
の
鳥
獣
対
策
担
当
が

サ
ポ
ー
ト
を
実
施

・�

箱
罠
は
、
セ
ン
サ
ー
カ

メ
ラ
に
よ
っ
て
遠
隔
で

確
認
し
な
が
ら
捕
獲

３
．
ま
と
め

集
落
に
よ
る
電
気
柵
設

置
へ
の
取
り
組
み
は
、
有

害
鳥
獣
の
対
策
と
し
て
効

果
が
見
ら
れ
る
。
設
置
費

用
に
は
国
・
町
の
補
助
を

活
用
し
、
自
己
負
担
の
軽

減
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
設
置
の
際
も
町
の
有

害
鳥
獣
対
策
担
当
が
設
置

状
況
を
確
認
し
、
最
適
な

設
置
環
境
に
な
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
負
担
軽
減
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

今
後
、
耕
作
者
の
高
齢

化
や
人
口
減
少
に
よ
っ

て
、
維
持
管
理
が
難
し
く

な
る
集
落
に
つ
い
て
対
策

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

旧
野
沢
中
学
校
敷
地
に
木

造
平
屋
建
て
39
．
75
㎡
に

電
動
横
行
ク
レ
ー
ン
や
脱

臭
機
能
付
き
換
気
扇
な
ど

の
設
備
を
備
え
た
解
体
処

理
施
設
で
あ
る
。
解
体
処

理
に
か
か
る
負
担
の
軽
減

や
本
施
設
の
利
用
状
況
・

今
後
の
ジ
ビ
エ
利
用
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

解
体
に
伴
う
近
隣
へ
の

影
響
を
防
止
す
る
為
の
対

応
策
も
し
っ
か
り
さ
れ
て

お
り
、
捕
獲
数
が
増
加
し

１
．
調
査
の
目
的

本
町
で
は
、
大
型
獣
捕

獲
後
の
埋
設
処
理
対
策
が

課
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
は
、
捕
獲
後
、
大
き
な

穴
を
掘
っ
て
埋
設
す
る
方

法
と
解
体
処
理
を
し
て
小

さ
く
し
た
後
、
喜
多
方
市

の
施
設
で
焼
却
す
る
方
法

が
あ
る
が
、
人
力
で
の
掘

削
に
よ
る
負
担
や
猟
友
会

員
の
所
有
す
る
小
屋
で
の

解
体
処
理
な
ど
、
猟
友
会

員
に
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

解
体
処
理
に
か
か
る
負
担

の
軽
減
な
ど
、
本
施
設
の

利
用
状
況
と
今
後
の
運
用

方
法
を
調
査
し
た
。

２
．
調
査
概
要

西
会
津
町
有
害
鳥
獣
解

体
処
理
施
設
は
、
大
型
獣

捕
獲
後
の
埋
設
処
理
対
策

の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く

町
が
設
置
し
た
施
設
で
、

て
も
対
応
出
来
る
施
設
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。

３
．
ま
と
め

有
害
鳥
獣
対
策
と
し

て
、
防
除
・
捕
獲
か
ら
解

体
処
理
ま
で
一
体
と
し
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。
ま
た
、
集

落
に
よ
る
取
り
組
み
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、

農
林
振
興
課
（
有
害
鳥
獣

対
策
担
当
）
と
の
一
層
の

連
携
を
望
む
も
の
で
あ

る
。

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
解
体
処
理
施
設
に
つ
い
て

鳥
獣
解
体
処
理
施
設
に
つ
い
て
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編
集
委
員（
広
報
分
科
会
）

分
科
会
長　

秦　
　

貞
継

副
分
科
会
長　

小
林　

雅
弘

委　
　

員　

荒
海　

正
人

委　
　

員　

長
谷
川　

正

委　
　

員　

仲
川　

久
人

委　
　

員　

紫
藤
眞
理
子

こ
の
度
、
広
報
分
科

会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た

秦　

貞
継
で
す
。
私

の
広
報
担
当
は
四
年
ぶ

り
と
な
り
ま
し
た
。
議

会
だ
よ
り
も
こ
れ
ま
で

様
々
な
工
夫
を
重
ね
、

町
民
の
皆
様
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
努
力

を
し
て
き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
は
、
議

会
の
情
報
発
信
の
手

段
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
町

民
の
皆
様
の
視
点
に
立

ち
、
よ
り
親
し
ん
で
い

た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り

作
成
を
目
指
し
、
議
員

一
同
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

秦　

貞
継

編

集

後

記

議
会
の
動
き

　

左
記
の
写
真
は
令
和
４

年
度
決
算
勉
強
会
の
様
子

で
す
。
放
送
さ
れ
る
決
算

本
会
議
の
前
に
、
町
側
担

当
課
か
ら
説
明
を
受
け
ま

す
。
そ
の
後
、
議
会
側
か

ら
決
算
内
容
の
質
疑
を
行

い
、
細
部
へ
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
町
民
の
皆
さ
ん

に
放
送
さ
れ
る
の
は
、
こ

の
勉
強
会
が
終
わ
っ
た
後

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
右
側
の
写
真
は

磐
梯
町
で
の
議
員
研
修
会

の
様
子
で
す
。
磐
梯
町
の

研
修
で
は
、
耶
麻
地
区
の

町
村
議
員
が
「
地
方
自
治

と
自
治
体
・
議
会
の
デ
ジ

タ
ル
化
」
に
つ
い
て
講
演

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

下
の
写
真
は
東
京
で
行
わ

れ
た
広
報
分
科
会
の
研
修

の
様
子
で
す
。
研
修
で
は

議
会
だ
よ
り
作
成
で
の
注

意
点
や
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
議

会
だ
よ
り
の
作
り
方
に
つ

い
て
講
習
を
受
け
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
広
報
分
科
会

が
よ
り
良
い
、
広
報
誌
を

作
る
た
め
に
、
今
後
も
研

修
会
に
参
加
し
て
い
き
ま

す
。

　

研
修
な
ど
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
す
た
め
に
、
誌

面
の
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
意
見

も
反
映
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、、
皆

様
の
意
見
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。


